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　本稿では、「酒田山王例祭図屏風」に描かれた「山車（立て山鉾）」「傘鉾」「獅子舞（十二
段の舞）」の３つの図像を考察の対象とした。まず、それぞれの図像から読み取れるもの
は何かについて検討してみた。次に、古今の各地の祭礼を踏まえて、各図像の歴史的系譜
やその中での位置づけを試みた。さらに、図像やそれをめぐる民俗事象に酒田もしくは庄
内の地域的要素や固有性はどう反映されているかを探ってみた。合わせて、図像がもつ今
日的意味についてそれぞれ考えた。
江戸後期「酒田山王例祭図屏風」の
図像をめぐる民俗学的考察
菊地　和博
序論
　本論に入る前に絵画資料についての研究史について触れておく。その研究分野は美
術史のみならず民俗学、歴史学、地理学など多岐にわたるが、本論の内容に照らして、
ここでは祇園祭などの祭礼絵画を中心に、ごく近年の民俗学（一部歴史学も含む）の
著書をとおしておおよその研究史を外観してみる。
　著書を年代順にあげれば、黒田日出男『謎解き　洛中洛外図』（岩波新書　１９９６年）、
植木行宣『山・鉾・屋台の祭り―風流の開花―』（白水社　２００１年）、山路興造『京都　
芸能と民俗の文化史』（思文閣出版　２００９年）、小島道裕『描かれた戦国の京都―洛中
洛外図屏風を読む―』（吉川弘文館　２００９年）、植木行宣「図像にみる祇園祭山鉾とそ
の変遷」（植木行宣・田井竜一『祇園囃子の源流―風流拍子物・鞨鼓稚児舞・シャギ
リ』岩田書院　２０１０年）、河内将芳「戦国期京都の祇園会と絵画史料―初期洛中洛外
図を中心に―」（松本郁代・出光佐千子・彬子女王編『風俗絵画の文化学Ⅱ　虚実を
うつす機知』思文閣出版　２０１２年）、福原敏雄・笹原亮二『造り物の文化史―歴史・
民俗・多様性―』（勉誠書店　２０１４年）、河内将芳『絵画史料が語る祇園祭』（淡交社　
２０１５年）などがある。
　以上は、いずれも屏風などに描かれた絵画・図像を研究対象として分析し考察を
行ったものである。過去の人々の姿や生活実態を掘り起こす手法としては、いうまで
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「酒田山王例祭図屏風」全体図
もなく古文書や古記録などの文献史料における文字解読がある。一方では目に見える
もの、つまり視覚的に確認・検証できるものとして屏風・絵巻物などの絵画資料があ
る。それには絵図（古地図）を含むこともでき、さらに写真等を含めて「視覚資料」
として広く活用されてきた。それらの資料研究は、これまで文献史料だけでは捉えき
れない庶民の生活・祭礼行事や歴史事象を浮かび上がらせる数々の成果を生んでき
た。絵画資料の研究としての有効性はすでに明らかにされている。本論文では、これ
までの研究史およびその成果を踏まえ、祭礼に関する絵画資料（屏風）を研究対象と
して捉え、江戸後期の酒田山王祭を考察する１つの手法として「酒田山王例祭図屏風」
の図像分析を試みたものである。
１．「酒田山王例祭図屏風」について
　「酒田山王例祭図屏風」（酒田市・小野太右衛門氏所蔵）は、嘉永4年（１８５１）に
酒田在住の画家五十嵐雲嶺の手によって描かれた。六曲一隻で横２９９．５㎝、縦１１２．２㎝
の屏風で酒田市指定文化財になっている。この屏風は、酒田山王祭（現酒田まつり）
の期間中は代々小野家の床の間・仏間に飾られてきており、京都祇園祭前夜の「屏風
祭」（屏風飾り）の慣習を、今なお垣間見ることができる。
　本屏風の題名となった「酒田山王祭」は、上山王社（現上日枝神社）と下山王社（現
下日枝神社）の例大祭である。これを記録し続けたものに下山王社所蔵の「御神宿帳」
がある（注１）。そこには、慶長１４年（１６０９）から祭りの担い手である「頭屋（とうや）」
の名前が記されていることから、酒田山王祭は江戸時代初期までさかのぼることがで
きる。それ以来今日に至るまで神宿の記録は続いており、酒田山王祭は昭和５５年「酒
田まつり」と改称して以降も含めて、４００年以上一度も中断していないことになる。
この祭りは、江戸時代には4月の「中の申」の日に行われていたが、現在の５月２０日
となったのは明治時代以降である。
　本屏風の保存状況は大変良好で、色調は赤（紅）と群青（藍）の二色を基本色とし
ており鮮やかさを保っている。屏風全体に「切り箔」が散りばめられていて、やや角
度を変えて眺めれば小さな金色の輝きが今でも失われておらず、気品ある作品に仕上
がっている。祭りの担い手や観衆など、一人一人が表情豊かに描かれており、誰もが
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山車（立て山鉾）
祭りに嬉々として関わっている様子が表現されている。人々が着用している衣装も立
場や地位にかかわらず丁寧に描かれていて、老若男女誰一人として粗末に扱われてい
ない。江戸期の酒田山王祭の壮大さと賑々しさが十分に伝わってくる絵画資料といえ
る。
　屏風の構図として、左右に伸びる酒田湊町の中心部と思われる道路を基軸にしてお
り、ほぼ中央部（第三扇）に巨大山車が描かれ、それが本屏風の主題といえる。左手
側の山車前方は、先頭で山車を引っ張る綱を手にしている子どもや大人たちが配置さ
れている。さらに最先頭部（第六扇）には、二つの傘鉾と囃子屋台および太鼓演奏者
が描かれている。一方、右手側の山車後方は、裃・袴で正装した奉行所の役人や商人
たちの行列、さらに後方に女性群の行列が続いている。最後方部（第一扇）には、黒
色のカシラをもつ獅子舞が緑色の幕の上半身のみのぞかせている。そのわずか手前に
は三つ叉鉾が屹立しているが下部は傘に隠れて見えない。
　天（上方）を見れば、１２棟の商人屋敷（町屋）が左右一列に並んでおり、右手奥に
は遠近法でややボカシが入っている。商人屋敷内で行われている「屏風飾り」や酒宴
の様子が描かれ、そこから山車を見つめる主人や客人たちがじつに細やかに表現され
ている。
　他方、地（下方）を見れば、山車の周辺左右にも大勢の観客が描かれており、場所
によっては上半身または頭部のみのボカシも入れながら大賑わいの祭礼状況を表現し
ている。
２．図像①山車（立て山鉾）について
⑴山車の概況
　酒田山王祭を象徴するものとして、神輿渡御
行列とともに巡行する山車（地元では「立て山
鉾」と称している）の存在があげられる。「酒
田山王例祭図屏風」のほぼ中央部（第三扇）に
描かれているのは、高さ十数ｍあると思われる
巨大な山車であり、屏風では最も目が注がれる
図柄であろう。
　酒田山王祭で山車が作られるようになったの
は正徳２年（１７１２）からといわれている。張り
ぼての山や岩を積み重ねて異様なほどの高さを
作り、所々に家屋や衣装人形を配置する形態が
一般的である。電線が張られる明治時代の中頃
までは巨大な高さを誇る山車がみられた。雲を
つくようなその高さは江戸期の天明の頃から始
まったといい、それは本間家三代目の本間光丘
の力によるものという（注２）。
　江戸時代の中期、酒田山王祭の神輿渡御行列を中心に練り歩く頭屋（当屋）の山車
（立て山鉾）や町内の練り物の巡行などは、まさに京都祇園祭のように華やかだった
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ことは次の一文がみごとに示している。「頭家より山鉾其外町々により練物等多数出
す、東禅寺より大名供揃を出す、其日の行粧華美、洛陽祇園会を見るがごと
し」（注３）。ここでは山車（立て山鉾）のことを「山鉾」と記している。京都祇園祭
で巡行する高い「鉾」と低い「山」の二種にちなんだ名称を、そのまま当地の山車の
名称に使用している。
　明治時代に入ってからの山車については、「お祭り風土記」の中に多くの写真とと
もに解説がなされている。そこでは、明治3５年の本町組の山車は高さ２１mあったこと、
明治3９年が巨大な山車の最後であり、翌年から電線が張られたことで酒田名物の雲を
つくような高い山車は姿を消したこと、などが詳細に記されている（注4）。
⑵山車に係るこれまでの言説・先行研究
　日本各地の祭礼で、神輿渡御行列とともに練り物として巡行する造形物は、一般的
に山車（だし）といわれている。植木行宣は、この語源について「江戸山王権現と神
田明神の祭りなどで鉾頭の飾り物を指した『出し』の呼称が江戸型山車の完成ととも
に全体の呼称となり、『山車』と表記したところにはじまる」と述べている。そして、
全国の山車は大きく山・鉾・屋台に分類されるとしている（注５）。これらの山車の
原型は、むろん中世にはじまる京都祇園祭の「山鉾」といわれる山車であることは論
をまたない。それが全国に伝播定着するのは江戸時代に入ってからと考えられている。
　植木はまた、「北九州と東北に流布する巨大な山笠、江戸の天下祭を中心に広がっ
た江戸型山車、中京圏に濃密な人形からくりの名古屋型山車（やま）はその典型であ
り、子どもたちが見事に歌舞伎を演じて見せる長浜型曳山山車は、移動式舞台が山鉾
に見紛う造形物に仕上げられた囃子系の代表に他ならない」と各地の山車の特徴を述
べている（注６）。
　ここで植木の指摘する「北九州と東北に流布する巨大な山笠」とある部分に注目し
なければならない。つまり、「酒田山王例祭図屏風」に描かれた巨大な山車（「立て山
鉾」）は北九州の山車（山笠）との繋がりを視野に入れる必要性を示唆したものと受
け止められる。このことについては後に再び触れる。
　全国に山・鉾・屋台に関する重要無形民俗文化財は33件あり、それらは一括して
２０１６年１２月に「山・鉾・屋台行事」としてユネスコ無形文化遺産に登録された。その
中には山形県新庄市で行われる「新庄まつり山車（やたい）行事」が含まれている。
ユネスコ登録を受けて日本民俗学会は、「『山・鉾・屋台行事』というのは、斯学の内
外を問わず、誰もが民俗学の研究テーマであると素直に認める素材の一つであること
は間違いない」と捉えて、学会（年会）のプレシンポジウムテーマとして「山・鉾・
屋台行事」を掲げ、それについて考えを述べ合っている。そこでは、主として折口信
夫の山車は依代の意味ありとの説をめぐる「意味論」について積極的な議論が展開さ
れており、今後の山車研究の進展に期待がもてる（注７）。
　「酒田山王例祭図屏風」の巨大山車について、相原久生は酒田市立資料館が所蔵す
る嘉永4年の版画に着目して、絵柄や家紋、記された人名等からこの版画こそ屏風に
描かれた山車であるとの判断を下している。そのほか相原は、存続の危機を乗り越え
た明治初期の山王祭、遷座百年を祝った明治２２年の山車行列、そして明治3０年代後半
から電線敷設までの山車など、酒田山王祭を明治期の視点から考察している（注８）。
　昭和５５年、仙台市博物館は山車の出る祭りとして東北地方の代表的祭礼七つのうち
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傘鉾（２基）
酒田山王社祭礼を取り上げて展示した。そこでは山王祭の歴史を示す多くの古文書や
祭礼図を展示してわかりやすい解説を試みている。その中には「酒田山王例祭図屏風」
も展示されているが、作者や制作年号等の記載以外に特に解説や見解はなく、絵画資
料への対応に課題を残している（注９）。
　『祭りのしつらい　町屋とまち並み』では「酒田山王例祭図屏風」の写真を掲載し
ている。その解説文は「豪商本間家の三代光丘は、宝暦１２年（１７６２）京都の人形師に
『亀鉾』を作らせ、北前船で運んだ。酒田山王祭の盛大さは諸国に知られ、回船が５
月２０日の大祭をめざして入湊するほどであったという」と記している。しかし山車を
はじめとする図像の説明やその資料的意義等には一切触れていない。もっと踏み込ん
だ資料考察がなされて然るべきである（注１０）。
　これまで、「酒田山王例祭図屏風」とそこに描かれた山車等の図像について、学術
的あるいは美術的な分析や考察は本格的に行われてこなかったのではなかろうか。今
後はもっと研究対象とされて大いに検討されるべき文化財であると考えている。
３．図像②傘鉾について
⑴傘鉾の概況
　山車（立て山鉾）が多数繰り出した酒田山王祭の中で、傘鉾といわれる造形物が注
目される。それは現在の「酒田まつり」では見られなくなったものであるが、本屏風
の左端（第六扇）には２基の傘鉾が前後して描かれており、明らかに巡行していたこ
とがわかる。１基目は傘の真ん中の柄（中棒）を含めてほぼ右半分のみ描かれており、
左半分は「小縁」によって切れている。柄（中
棒）の下方は途中から描かれていない。１基
目のすぐ後方に描かれた２基目は、より華や
かな傘鉾に仕上げられており、双方の違いが
鮮明である。つまり、２基目の傘周縁には真
紅の幕が巡らされていて目立つ。さらに幕の
下からのぞくものは、宝尽くしといわれる縁
起物であり、色鮮やかなたくさんの小物が吊
り下げられて賑やかである。また柄（中棒）
にも３色の布が巻かれており、１基目が茶色
で無地であるのに比較して、一見して大切に
扱われているであろう傘鉾であることがわかる。この傘の頭頂部には三つ叉鉾が載せ
てあるが、この鉾は酒田山王祭との関連で捉えなければいけない重要なものと考えら
れる。
　これらの傘鉾は左側の隅で上半分のみ描かれていることや、中央部の巨大山車に目
を奪われてしまうことで、存在感はやや希薄であるといえる。しかし、本稿では当傘
鉾を注視して、各地の祭礼における傘鉾とはどんな山車なのか比較検討し、酒田とい
う地域性にどう関わりをもつ造形物なのかという観点を含めながら考察してみる。
⑵傘鉾に係るこれまでの言説・先行研究
　傘鉾は祭礼研究者によって「傘鉾」と「笠鉾」の二種の表記がなされているが、本
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獅子舞（十二段の舞）
手前は三つ叉鉾
京都祇園祭の綾傘鉾
稿では酒田山王祭を踏まえて「傘鉾」の表記をする。傘鉾の起源について、坂本要と
植木行宣の論は、すでに『村山民俗』第3４号に記しているので（注１１・１２）、ここで
はそれ以外で、傘鉾とは何かについて諸説を述べる。
　１つは、坂本要は福岡市博多区の「博多どんたくの傘鉾」を解説する中で、古式傘
鉾・流れ傘鉾・町傘鉾など合計七本が市内を練り歩き、櫛田神社で「傘鉾御神入」が
あることに触れている。これはまさに傘鉾が依代であることを意味していて、人々が
傘鉾の中に入ると病気にかからないいわれがあると述べている（注１3）。
　２つは、段上達雄は京都各地の疫神を鎮める「やすらい花（やすらい祭）」にみる
花傘の役目を踏まえて、「傘鉾は疫神を神社まで運んで封じ込める依代」と考えてい
る（注１４）。
　３つは、傘鉾の形状に係る問題として、福原敏男は「一般的な傘鉾は、傘の周縁下
に幕（だいがくでは天幕という）を垂れ巡らした円筒形（短胴でも）となる事例が多
い」としながら、「だいがくの基本形は、祭り囃
子に囃され、舁かれて移動する傘鉾と考える」と
述べている。低い円筒型状が一般の傘鉾以外に、
巨大な高さの「だいがく」のような山車（鉾）も
本質的には傘鉾と捉えていることが注目される
（注１５）。
　以上、傘鉾は祭礼研究者によって様々な見方や
説明がなされてきた。ごく一般的にいうならば、
傘鉾とは祭りの際に神輿行列とともに巡行する山
車の一種で、おおよそ傘型の屋根の上に鉾や長
刀、御幣や造花などを付けた種々の祭礼造形物と
いえよう。江戸中期の『祇園會細記』に、京都祇
園祭で巡行する下京区綾小路通の「綾傘鉾」、下
京区四条通の「四条傘鉾」の図が描かれている（注
１６）。現在も京都祇園祭で巡行しているのは、図
に描かれたこの二つの傘鉾である。
　なお、「酒田山王例祭図屏風」に描かれた傘鉾
について、これまで論考の中で紹介や報告はあっ
たものの、管見の限りでは直接研究対象となって
論じられたものは見出せない。
4．図像③獅子舞（十二段の舞）について
⑴獅子舞の概況
　「酒田山王例祭図屏風」の右端（第一扇）には
黒色のカシラと薄青色の胴体幕の上半身をのぞか
せている獅子舞が描かれている。カシラと胴体の
一部は右側「小縁」によって切れていて見えない。
小さいこともあり左端の傘鉾と同じく見逃されが
ちであり、その存在感はやはり薄いといえる。し
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かし、当図像は酒田山王祭では獅子舞が大切な役目をはたしてきたことの再確認を迫
るものとして注目したい。
　現在の酒田まつりの５月２０日は例大祭であり本祭り当日である。町奉行に挨拶に行
くかつてのしきたり「式台の儀」が現在も行われており、この儀式の中で獅子舞が披
露されている。この獅子舞を「十二段の舞」と称している。その後獅子は神輿渡御行
列とともに街を巡行する。酒田大火以降の昭和５４年に行われた復興祭「酒田まつり」
のシンボル二頭の巨大な獅子をはじめ、今日まで大小の獅子が約５０の山車や囃子屋台
とともに市内中心部を練り歩いている。これらの獅子の巡行は他の祭りなどでは見ら
れない大きな特徴である。
　江戸時代の酒田山王祭における獅子舞（十二段の舞）を考える手がかりとして、天
明９年（１７８９）松井寿鶴斎が著した「東國旅行談」がある（注１７）。そこには酒田山
王祭の記録とともに獅子舞についての記述がみられるので、以下にみてみる。
　当日にいたり獅子雌雄一対をはやし立て　大勢ねりあるく　此獅子頭ハ所法則
にて家の表に立とどまれバ　其家の亭主庭に下座して　相かハらず御機嫌よろし
いといふて礼拝すこれまた家毎にあらず古来より如斯に立より拝を受る家あり　
立よらぬ家もあるとかや
　酒田山王祭の本祭り（例大祭）では、獅子の雌雄一対を囃し立てて大勢で練り歩く
とある。獅子が家の前に立ちとどまれば、その家の主人は庭に下座して「相変わらず
ご機嫌よろしい」と言って礼拝するという。すでに江戸時代から、酒田山王祭には雄
獅子と雌獅子が対となって登場していることがわかる。さらに家の主人が下座して歓
迎の言葉を発するほど獅子に対する崇敬の念が表明されるのである。このような獅子
が「酒田山王例祭図屏風」に描かれていることを見逃してはならない。近年の酒田ま
つりの多数の獅子の存在は、酒田山王祭における獅子の信仰が今に続いているものと
いう観点で考察を深める必要がある。
⑵獅子舞（十二段の舞）に係るこれまでの言説・先行研究
　これまで、「酒田山王例祭図屏風」に描かれた獅子舞を直接研究対象としたものは
見出せない。ただ、獅子舞の中の「十二段の舞」について取り上げたものがある。
五十嵐文蔵は「庄内の神楽獅子」として鶴岡市（旧温海町）、遊佐町、酒田市（旧平
田町）など、各地の神社で舞われる十二段の獅子舞を比較的詳細に分析している（注
１８）。なかでも酒田市平田にある新山神社の十二段の舞については１２の行程を全て取
り上げており、山形県内陸地方に多い大神楽の獅子舞には決してみられない特徴を明
示している。また船越行雄は、酒田市内の獅子舞は全民俗芸能の７５％を占めることを
明らかにし、その中でも十二段の舞に注目して、大正５年に記録された１２の行程を細
かく写しとってその特色ある芸態を記している（注１９）。
　山形県遊佐町の鳥海山大物忌神社蕨岡口ノ宮では、中世芸能で名高い蕨岡延年の舞
が行われ、大御幣振祭では獅子舞が演じられてきた。この舞は「御頭舞（おかしらま
い）」と称する十二段の舞である。この獅子舞はかつては門（かど）がけと称して１
月２日と３日に上蕨岡全戸を巡行し、その後１月２０日まで酒田や秋田方面など近隣集
落を巡行していたということが報告されている（注２０）。
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　秋田県にかほ市の鳥海山麓小滝地区にある金峰神社では国重文指定の「チョウクラ
イロ舞」が奉納されているが、その前段で舞われるのが「御宝頭（ごほうとう）の舞」
という十二段の獅子舞である。象潟町（現にかほ市）教育委員会では、チョウクライ
ロ舞の詳細報告を行っている（注２１）。そこでは「御宝頭（ごほうとう）の舞」はチョ
ウクライロ舞の舞台を祓って清める役目を担って舞われること、また注目すべきは、
明治から昭和１０年代までは、新暦１月６日から２１日まで仁賀保町・金浦町、旧正月２
日から１3日までを象潟町と二分してほぼ全域を巡行していたことが明らかにされてい
る。
　以上、これまでわかっていることは、獅子舞である十二段の舞は日本海側で鳥海山
麓の北麓と南麓に分布している傾向が見られ、修験系寺社が関わっている場合が少な
くない芸能であることである。内陸方面の大神楽系獅子舞がもつ大衆性や娯楽性とは
異なり、１２行程を何度も繰り返す祈祷色の強い神事芸能の側面をもっている。そし
て、主として正月の期間に広範囲に各集落を巡って悪魔払いを行ってきたという巡行
性をもつ芸能であることである。
５．考察
⑴山車について
①図像の読み解き
　「酒田山王例祭図屏風」で目に飛び込んでくるのは、高さ十数mもあろうかと思
われる巨大山車（立て山鉾）である。おそらく、画家五十嵐雲嶺にとってはこの山車
が屏風の主題であったと考えられる。祭礼図といえば、一般には神輿渡御行列を中心
にしてそれに従って巡行する山車・屋台・飾り物などの一団が描かれる。ところが本
屏風には祭礼の中心となる神輿渡御行列は描かれていない。それに代わってほぼ中央
部（第三扇）にクローズアップされた山車が主要位置を占めている。五十嵐雲嶺にとっ
て酒田山王祭の主役はまぎれもなくこの山車にあった。作者にとってこの山車こそ祭
礼のシンボルと認識されていたと推定される。
　山車は巨大な岩山の群れからなる。そこに松が配置され、岩山のあいだを白色の滝
が流れ落ちる雄大な景観が見る者を圧倒させる。岩山の上部には唐風の家屋が築かれ
ており、その中には唐団扇を両手に持ち、豪華な衣裳に身を固めて戴冠する貴人が見
える。中段の岩山にはもう一人、沓を履いて帯刀する貴人も立っている。この貴人は
岩山下方に波打つ海の方向を見ている風情である。その海には船を漕いで岩山に近づ
こうとする一人の人物も描かれている。中国の故事を題材にしているものと考えら
れ、異国の雰囲気を漂わせており、ある物語性が込められていることは容易に想像が
つく。
　山車の題材は「蓬萊山」のようにも考えられる。そうであれば、秦の始皇帝の部下
の徐福にちなむいわゆる「徐福伝説」を図柄として描いたものであろう。始皇帝の命
を受けて不老不死の薬を求めて徐福は船で蓬萊山に到着しやがて国の王となるという
伝説である。寛政３年（１７９１）の「神田明神祭礼図」には3６基の山車が紹介されてい
るが、その著名なものとして鍋町が出した「蓬萊」がある（注２２）。この伝説が神田
明神祭の山車の題材となった一例である。
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　酒田市立資料館には酒田山王祭の山車（立て山鉾）を表現した版画が所蔵されてい
る。それは、今述べた「酒田山王例祭図屏風」に描かれた山車の図柄と全く同じであ
り、版画は嘉永4年の屏風の山車と同一に違いないと考えられている（注２3）。この
版画の中央部に山車が描かれており、その上部右側に「高さ四丈余」、左側に「舩の
むくままの図」、また下部右側に「小柴伝七」と記されている。山車の高さ「四丈余」
とはおよそ１２ｍ１２㎝余あったことになる。また「小柴伝七」とは、酒田市立資料館の
相原久生によれば、「御神宿帳甲乙全書」（下日枝神社所蔵）に記載されている嘉永4
年の酒田山王祭の神宿（頭屋）を務めた人物であるという（注２４）。
　この事実を踏まえれば、版画は本屏風に描かれた巨大山車の存在を裏付けるものと
なる。その高さを正確に知ることができ、小柴なる人物が山車の制作者（所有者）と
いう可能性が浮上する。山車下部の垂れ幕に記された家紋は藍色の木瓜紋（丸に木瓜）
であるが、これも屏風と版画は同一である。さらに注目すべきものがある。屏風で山
車を引っ張る大人たちが着用している祭り半纏の背中にも同じ木瓜紋（丸に木瓜）が
あるが、すぐ右隣りに屋号が記されている。屋号の右文字がカネであり、その中に七
の数字が記されているので「カネ七」と読むのだろう。この七とは「小柴伝七」の七
ではなかろうか。それが正しければ屏風の山車は小柴伝七家のものと考えることも可
能となる。小柴家とは何者だろうか。江戸時代初期の貞享３年（１６８６）の酒田三十六
人衆の名前には見出せないのは時期的に見て当然かもしれない。山車を制作する財力
を考えれば、江戸後期の酒田の豪商や名門の家柄に違いない。
　先に述べたように、日本民俗学会では「山・鉾・屋台行事」のシンポジウムを行っ
ているが、それをまとめた学会誌の中で、橋本 章は山車制作の社会的背景について、
次のように述べている（注２５）。
　全高２０ｍを優に超える巨大な鉾や、豪華な装飾品によって彩られた山を出すに
は、相応の経済力とこれを稼働させるだけの動員力、そしてなによりも山鉾を飾
る壮麗な装飾品を製作する職人技など卓抜した産業基盤を必要とするが、ほかに
も山鉾の意匠に込められた多彩な文化的背景を理解できる観衆の教養の高さが求
められる。
　橋本の指摘は地方の祭礼山車の全てに該当するものではないだろうが、酒田山王祭
における巨大山車を考えるには、地域社会的背景を念頭におくことが大切であろう。
江戸時代の酒田山王祭の主要な担い手は、財力を誇示した酒田の豪商三十六人衆が中
心であった時期が長く続く。しかし、江戸後期になるにつれ、三十六人衆に替わって
日本海海運の拠点として繁栄する酒田湊で財力を蓄えた豪商たちは、巨大山車の制作
をはじめ祭礼の積極的な担い手として山王祭に関わっていく。おそらく小柴伝七もそ
の一人だったのだろう。一方で、祭りを支える財力や産業基盤とともに、橋本のいう
「多彩な文化的背景を理解できる観衆の教養の高さ」も欠かせない。それがあったが
故に、酒田山王祭の賑わいは明治以降も持続したのであろう。本屏風を通して、山王
祭および巨大山車を嬉々として受け入れた酒田の民衆・観衆のレベルの高さを知るこ
とができる。
　本屏風に描かれた山車は、先の「お祭り風土記」に掲載されている明治3０年代の中
町の山車と構造がきわめて似ている。屏風に見える山車を手本として同形態の山車が
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博多祇園山笠
（九州国立博物館内）
酒田まつりの
「立て山鉾」（復元）
後世まで制作された可能性を示唆するものである。
②山車の系譜と文化圏
　「酒田山王例祭図屏風」の山車（立て山鉾）は、京都
祇園祭の「鉾」の高さを連想させる一方、岩や松、衣装
人形などの配置は「山」を連想させる。この種の全国に
ある山車は、元来は京都祇園祭の山・鉾を原型としたも
のといわれる。「酒田山王例祭図屏風」の山車も、イメー
ジ的には京都祇園祭の「山」と「鉾」を合体させた姿と
して捉えることができるだろう。
　ここで酒田山王祭の山車の系譜や位置づけを検討して
みたい。酒田山王祭の山車は、形態的には高さを誇る博
多祇園山笠（福岡県博多市）にきわめて似ている。また
日田祇園祭（大分県日田市）の山鉾とも同型である。博
多祇園山笠は、明治期に電線が張られたために高さは低
くなったものの、高い種類の「飾り山笠」（据え山笠）は現在でも１０ｍ以上ある。共
通するのは巨大な岩の山型を本体として人形等で飾る「作り山」である。博多の場合
は岩山のあいだから白布による滝水を流すのが特徴であり、酒田山王祭の山車の形態
とほとんど同じである（注２６）。
　北九州に広がる博多祇園山笠を中心とする山車の一群は「山笠文化圏」といわれる。
それは、山形・秋田・青森・岩手など日本海沿岸や東北地方に広い分布圏を形成して
いるという（注２７）。確かに秋田県の「角館祭り」、秋田県の「土崎明神社祭」、青森
県の「八戸三社祭」などの山車も祇園祭山笠の系譜および類似性が指摘でき
る（注２８）。
　近世の山車を伴う祭礼は、一般に京都祇園祭にほぼ直結していると考える傾向があ
る。しかし、日本海海運や最上川舟運による羽州出羽国山形の文化形成を考えた場合、
京都を中心とする上方方面からの影響や関連だけを想定するのは狭い見方である。こ
の場合は日本海の西廻り航路に沿った広域的影響を考える必要があるだろう。つま
り、瀬戸内地方・九州北部地域、さらに北陸地域等の文化との関連が検討されなけれ
ばならない。このことは、出羽国産で高級衣料の原料であった青苧が江戸後期に北陸
地方と経済・社会的交流があったことからもいえる（注
２９）。そればかりではない。その他、出羽国山形で受容
した多様な物資・文物は、瀬戸内海・北九州・山陰・北
陸など、日本海海運の北前船航路に沿った各地からもた
らされている実態がある（注3０）。こういう歴史を振り
かえれば、祭礼山車についても、北九州に広がる山笠文
化の流れが日本海沿岸を北上しつつ各地に伝播し、湊町
酒田もその影響を受けたことは十分にありうる。酒田山
王祭の山車（立て山鉾）は「山笠文化圏」の範疇に位置
づけてもよいのではないかと考えられる。
　酒田の人々の高い山車への憧れは根強く、２００９年には
酒田青年会議所の手によって約２０ｍの山車（立て山鉾）
が復活して「酒田まつり」４００年祭で披露された。翌年
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亀傘鉾（酒田夢の倶楽における現在の展示）
は高さ約５ｍの山車３基も新作されて、その後は一緒に巡行している。「新庄まつり」
の低い山車（地元では「やたい」と称している）とは対照的に、酒田の高い山車の伝
統は今に続いている。
⑵傘鉾について
①図像の読み解き
　「酒田山王例祭図屏風」の左端（第六扇）に２基の傘鉾が前後して並んでいる。こ
のことについては『山形民俗』第3４号に詳述しているのでここでは省略する（注3１）。
②本間家「亀傘鉾」との関連性
　「酒田山王例祭図屏風」では２基目の傘鉾がとりわけ豪華である。この傘鉾は酒田
に固有の本間家の亀傘鉾だった可能性も検討してみる必要がある。本間家の亀傘鉾と
は何か。それは明和３年（１７６６）に酒田の本間家三代当主光丘が京都の人形師に２０７
両の大金で作らせたと伝えられており、海路酒田に運んで酒田山王祭に加わってきた
（注3２）。光丘は下の山王社祭礼の頭屋（当屋）を務めた人でもある。この亀傘鉾は、
明治２６年に加藤雪窓の手によって描かれた「酒田山王行列図」（酒田市・本間家旧本
邸所蔵）の山車行列の中に鮮やかな色合いで見ることができる。それによれば、竜頭
型の亀の甲羅には、動物の鹿をはじめ米俵・宝珠・珊瑚などめでたい産物や財宝が満
載されている。亀が浮かぶ波の上には２尾の大きな鯛も泳いでいる。まるでそれらを
酒田に導くかのように、山王社（日枝神社）の神使である猿が剣先烏帽子を被り、羽
織姿で右手に御幣を持ち山車前方に立っている。
　目を引くのは、亀の甲羅中央部に赤い傘が立てられ、そこには宝尽くしの品々が数
多く吊り下げられていることである。蔵
鍵・巻物・宝珠・打ち出の小槌・丁子・
巾着（金嚢）・隠れ蓑・七宝などが多数
下がっており、傘にいっそうの彩りを添
えている。現在、江戸時代の亀傘鉾は山
居倉庫・酒田夢の倶楽「華の館」に移転
し保存・展示されている。傘や宝尽くし
は新しいものに取り替えられているが、
吊り下げ物の賑やかさは変わらない。亀
を取り巻く財宝類は、「酒田山王行列図」
に描かれたものとほとんど変わらず周辺
に置かれている。宝尽くしの吊り下げ物は、湊町酒田に繁盛した廻船問屋の鎧屋にも
慶応３年（１８６７）に吊り下げられた品々（三角袋・薬玉・毛毱・猿子・這子など）が
現在も残っている。
　傘鉾の吊り下げ物について、植木行宣に次のような見解がある。「笠鉾には、いろ
いろな物品が吊り下げられてきた。その吊り物は大きく、密教的な魔除けの護符、身
にまとう形代的な細帯の類、福寿のシンボルや農作物の造り物に類別できるが、それ
は時と場所で遷り変わった笠鉾の帯びる依代性の反映に違いなかった」（注33）。また
坂本要は、「吊り下げ物は、古くは身守りとして差し傘に始まったと思われるが、祇
園祭では厄除け的機能から身祓いとして吊り下げられるようになる」と述べている
（注3４）。吊り下げ物は傘鉾が依代という認識ゆえに以前からあったもので、京都祇園
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亀傘鉾
（酒田市総合文化センターでの
かつての展示）
亀傘鉾の「三つ叉鉾」
（酒田夢の倶楽）
祭では厄除けや身祓いとしての機能をもったという
ことである。
　仮に屏風の２基目の傘鉾が亀傘鉾であったとした
ら、何故それがわかる下方部が描かれなかったので
あろうか。以下にさらに考察を進めなければならな
い。
③三つ叉鉾と傘との関係
　本間家の亀傘鉾には、亀の甲羅中央部に長い三つ
叉鉾が天を突くように屹立していた。それは、かつ
て酒田総合文化センターに保存されていた時の写真
ではっきりと確認できる。この時は傘は亀の上には
立てられておらず、傘の所在は不明である。先にみ
た現在の亀傘鉾には新しい傘に取って代わられて三
つ叉鉾は立てられていない。しかしながら、鉾は亀
の前方、猿の右脇に立てかけられているのが確認で
き、今も明らかに存在している。３本の鉾の真ん中
は特に長く中央部には溝が彫られている。
　この三つ叉鉾は、屏風に描かれた三つ叉鉾と比較
すると、現物の鉾の真ん中が長いという違いはある
ものの、ほぼ同じ形状である。想像をたくましくす
ると、屏風の傘鉾の下部には亀は存在したのかも知
れない。亀傘鉾は、酒田山王祭の巡行の際には三つ
叉鉾は取り外して、宝尽くしを吊り下げた傘を立て
たことはなかったのだろか。その傘の先端部には別
に用意された三つ叉鉾を掲げたということは考えら
れまいか。酒田山王祭では「鉾立て神事」「鉾打ち
神事」「鉾引き神事」が重視されてきたように、神
が降臨する依代としての「鉾」が祭礼の象徴物であ
り、それは今も変わりなく続いている。この実態を
踏まえると、宝尽くしを吊り下げた傘に三つ叉鉾を
掲げることが重要であったので、屏風に描かれた傘
鉾の三つ叉鉾はその表明だったことが考えられる。
　亀傘鉾の場合、三つ叉鉾と傘は京都において同時に制作され、祭礼巡行時には観客
を楽しませるため宝尽くしの豪華な傘を立てた。このように想定することは可能かも
知れない。
　明治２２年の「酒田日枝神社大祭之図」（酒田市立資料館所蔵）には多くの山車の行
列に傘鉾が描かれている。版画であるために、傘上部には何かしら設置されているが、
明瞭には掴めない。傘からは宝尽くしが吊り下げられている様子は捉えられる。この
大祭之図と同じ年の山王祭を描いたとされる明治２６年の「酒田山王行列図」（酒田市・
本間家旧本邸所蔵）にも傘鉾が描かれている。大祭之図とは逆向きに描かれているが、
こちらは色鮮やかで祭礼の様子がはっきりとわかる。この傘鉾には三つ叉鉾はない。
この時期になると現物の三つ叉鉾は保管され、祭礼時にあえて傘に取り付けることは
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酒田亀傘鉾模型
（酒田あいおい工藤美術館）
省略されたことも考えられる。三つ叉鉾よりもむし
ろ吊るした宝尽くしの品々の賑やかさ、華やかさが
強調されていく傾向が強まったのかも知れない。昭
和時代に制作されたと思われる亀傘鉾の祭礼巡行場
面の模型が保存されているが（注3５）、これには大
きな傘が取り付けられており三つ叉鉾はみられない。
　話は前に戻るが、屏風の傘鉾は人が持ち歩いたに
せよ、支える造形物があったにせよ、はたまた亀傘
鉾であったにせよ、なぜ下部を省略したのであろう
か。屏風は、三つ叉鉾を実に立派に描いており、ま
た鮮やかな赤色の傘幕を土台にして風鈴や宝尽くし
を細やかに描き、柄（中棒）も含めて傘鉾の豪華さ
を十分に表現している。このようなことで、あえて
下部は省いたのかも知れない。さらにいえば、この
六曲一隻の主題は何といっても中央部に描いた巨大
な山車であり、亀傘鉾を描くことによって焦点がず
れることを避けたことも考えられる。今後、このような推論に基づく活発な議論がな
されてしかるべきである。
　酒田の豪商である三十六人衆は祭礼には自分たちの傘鉾を出していたことが記録に
ある（注3６）。酒田山王祭において、傘鉾は本間家の亀傘鉾のみならず、三十六人衆
の傘鉾を含めて複数が巡行していたことを知ることができる。以上、「酒田山王例祭
図屏風」にみる傘鉾の存在について検討してきたが、これらは本間家を含めて三十六
人衆の傘鉾のいずれかを描いたものであることは疑いない。
④傘鉾の系譜と地域固有性
　傘鉾は、京都祇園祭の都市型祭礼が地方へと伝播するなかで祭礼巡行時の山車・造
り物として全国的に広まっていく。地方事例として、先に述べた博多どんたくの傘鉾
とほぼ同類といわれる「長崎くんち」の傘鉾も毎年５基から７基の傘鉾が巡行するこ
とで知られている。他方、都市型祭礼で名高い「江戸山王祭」においても傘鉾の巡行
が確認できる（注3７）。西日本のみならず関東圏域の祭礼でも傘鉾は受け入れられて
広まっていく様子が確認できる。
　そこで、傘鉾は様々な地域的要素を含んだ新たな造形物になっていったことが考え
られる。酒田山王祭における本間家の亀傘鉾はその一つといえる。亀傘鉾は、酒田湊
に這い上がってきた亀、山王社の神使である猿、さらに山王祭の神の依代を象徴する
鉾などの地域題材をモチーフとしていることを考えれば、京都祇園祭の傘鉾を参考と
しながら、なおも酒田ならではの地域の固有性を盛り込んだ造形物であると捉えるこ
とができる。
⑤傘鉾から「傘福」へ
　傘鉾にみられる宝尽くしの吊り下げ物は、各地祭礼で魔除け・厄除けなどの機能を
もちながら、豪華で賑やかな飾り物として伝播していった。酒田山王祭の傘鉾や亀傘
鉾も地方に伝播した一形態であると考えられるが、酒田を含む庄内地方では、やがて
吊り下げ物は祭礼の傘鉾のみならず、寺社とりわけ観音堂や地蔵堂に納める祈願のた
めの奉納物として作られるようになっていった。それをこの地方では「傘福」と称し
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現在の「傘福」
（酒田市「山王くらぶ」）
ている。
　庄内傘福研究会によれば、傘福は祭礼系傘福と祈願系傘福に分類できる。祭礼系で
ルーツといえる最も古いものが酒田山王祭で巡行した亀傘鉾であり、さらに明治初期
に雛祭り用に段飾りとともに飾られた傘福である。一方、祈願系は明治中期以降に天
井から吊るしたものが多く、五穀豊穣、子宝・子どもの健康・成長祈願、病気治癒等
の祈願を込めた女性手作りのものである。それは庄内三十三観音札所には必ずといっ
ていいほど奉納されている（注3８）。
　内山大介は東北の日本海方面の傘福の分布や実態
を調査し、庄内地方以外にも福島県会津地方・秋田
県本荘地区・新潟県佐渡島などの現況を報告し、さ
らに傘福の歴史的展開について、庄内地方を中心に
広範囲な視野のもとで分析している（注3９）。内山
は、とりわけ酒田の傘福について、その端緒が亀傘
鉾であり、さらに小型化・模型化したものが室内用
として広がり、酒田山王祭の神宿をはじめ各家で飾
り付けたり、旧家では雛飾りにも用いられたと述べ
ている。ただし、会津の囃子田行事の傘鉾が江戸初
期という事例から、東北における傘福の始まりが祭
礼の飾り物だったかは一考を要するとも述べてい
る。これは貴重な指摘であり、傘福が一元的・直線
的に発展したのかどうかについて問題提起を行って
いる。
　庄内傘福研究会は、本来の傘鉾を「祭礼系傘福」
と称し、奉納系を含めて包括的に「傘福」と称して
いる。一方、それとは逆に内山は、傘福を一括して「傘鉾」（祭礼傘鉾と奉納傘鉾に
区別）としている。しかしながら、どちらにしてもこの区分け方に無理があるのでは
ないかと考えられる。祭礼系の「傘鉾」と奉納系の「傘福」について、歴史民俗学的
に再整理して別途論ずる必要があるのではなかろうか。
　庄内傘福研究会の捉え方にしたがえば、酒田山王祭の亀傘鉾を「傘福」という一つ
の概念で括っているが、これには無理がある。庄内地方における傘福のルーツが亀傘
鉾であると考えることに異論はないものの、「祭礼系傘福」として捉えることは再検
討すべきであろう。さらに、雛祭り用に作られた傘鉾（酒田市池田家旧蔵、鶴岡市風
間家旧蔵など）も全て一括して「傘福」として良いものか、大いに議論の余地がある
と考えている。
　いずれにしても、江戸時代に酒田山王祭に見られた傘鉾・亀傘鉾は、明治時代に
入ってから「傘福」という姿に変化を遂げて地域に根付き人々に伝承されている。傘
鉾という祭礼文化がこのようにして地域社会に生き続けていることの意義は再確認す
べきであろう。
⑶獅子舞について
①図像の読み解き
　「酒田山王例祭図屏風」に描かれた獅子舞のカシラは大ぶりであり、恐ろしい形相
をしている。邪悪を駆逐する威力を示すに十分である。口元や目の周辺の一部のみ赤
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色であるが全体基調は黒色である。黒色のカシラをもつことは十分に注目に値する。
獅子の耳は立っているので雄獅子であろうか。それから獅子の頭髪は小幅で短めに
切った白色の和紙を大量に取り付けている。頭頂には金色で平たい「円鏡」が造形さ
れている。この獅子の姿は、鳥海山麓の南側の庄内地域や北側の秋田県にかほ市・由
利本荘市の獅子舞に比較的多く見受けられることは後に詳細に触れる。
　獅子の胴体の幕は薄青色であるが、所々に紋様として大きめの白丸があしらわれて
おり、込み入った唐草紋様などではないシンプルさを表現している。獅子の胴体は山
車巡行を見つめる群衆の頭部で隠れてしまい、途中までしか描かれていない。この
人々の背丈からすると、獅子が異様に高く描かれているのに気づく。獅子は中央部の
巨大山車からすれば、極端に右端に位置していて小さく、存在価値が薄いように感じ
られるが、よくよく注視してみると必ずしもそうではない。人々よりも高く聳えるよ
うに描いていることでむしろその存在を強調しているのではないかとさえ感じられ
る。獅子の前方に掲げられている立派な三つ叉鉾は傘鉾とほぼ同じ姿で描かれてい
る。傘鉾と異なるのは、三つ叉鉾と柄の接合部に巻かれた鮮やかな赤色の布がたなび
いていることである。この三つ叉鉾も下方が描かれておらず、人々が差している藍色
の傘から浮上しているかのように見える。この三つ叉鉾は獅子舞巡行の先頭を歩いて
いるような位置関係に描かれており、獅子舞集団と一体のものであったかも知れな
い。いずれにしても酒田山王祭における鉾がもつ重要性を暗示しており、獅子舞も伝
統的にこの祭礼には不可欠なものであることを物語っている。
　前述したように、松井寿鶴斎の「東國旅行談」では、山王祭の本祭りでは、獅子の
雌雄一対を囃し立てて大勢で練り歩くとあった。獅子が家の前に立ちとどまれば、そ
の家の主人は庭に下座して「相変わらずご機嫌よろしい」と言って礼拝することも記
していた。江戸時代から、酒田山王祭には雄獅子と雌獅子が対となって巡行に加わっ
ているが、この屏風はそのうちの一頭しか表現していないことになる。本来、さらに
後方にもう一頭が描かれていたのかどうか気になるところである。
②江戸期の獅子舞
　再び天明９年（１７８９）に松井寿鶴斎が著した「東國旅行談」の後半部を次に記す（注
４０）。
　扨神輿ワたり祭礼すミて其夜五ツ時にいたり　来年の御祭の当番を山王大権現
の神慮にまかせ奉るとて　所の若イ者中数百人山王の御宮へ参り　獅子二頭を供
奉し来るこれまた見物の人群集をなす　町々家々には我が当番か　かれも当番な
らんと燭台を照して侍うける　中には我等にては有まじと侍うけの心もなき家へ
獅子まひこむ　是を来年の当番と定むる家四ヶ所なり
　ここに記された「当番」とはこれまで記してきた頭屋（当屋）のことであろう。翌
年の山王祭頭屋（当屋）を決めるにあたって、祭礼を終えた午後８時頃から若者数百
人がお宮に参勤して、山王大権現の「神慮」に委ねるということで、二頭の獅子の奉
納舞を行う。このようにして神のご意思を受けた獅子は家に舞い込み、その家が翌年
の頭屋（当屋）になったというのである。自分が頭屋（当屋）になるのではないかと
燭台を灯して待っている家々もあるなかで、予想していなかった家に獅子が舞い込ん
で頭屋（当屋）が決まる場合もあったと記している。この記録が書かれた天明９年
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酒田まつりで巡行する日枝神社の獅子二頭
（１７８９）は頭屋（当屋）は4軒だったこともわかる。
　頭屋（当屋）は町年寄や三十六人衆の代表が立会人となり、富裕層の希望者を中心
に話し合いを経て選んでいたという実態に照らせば、獅子が神意を受けて頭屋（当屋）
が決まったという松井寿鶴斎の記述はどれほど確かなものか疑問である。しかし、こ
のような現状もある。「いまでも五月十九日の夜の頭渡しのさい、ある地点に至ると
宮司がゴザでまいた鉾をいだいて来頭宿へ一目散に走ってゆくのは、そのなごりであ
る。つまり、宮司が神がかりとなって、神の意思を体現して来頭をきめる形式をとっ
ている」というのである（注４１）。ということであれば、著者の松井寿鶴斎にとって
江戸時代後期の山王祭の獅子が神のご意思を体現するほどの存在であるということを
強烈に印象づけられた。それが故に、このような疑わしいほどの記述になったともい
える。あるいは一時期そのようなことが実際にあったのかも知れない。
　いずれにしても、この祭りにおける
獅子の雌雄二頭は山王権現の使い、つ
まり神使としての側面が大きく、人々
は篤い信仰をもって祭礼に勤めたとい
える。これが現在の「酒田まつり」の
シンボルとしての獅子舞巡行に繋がっ
ているといえる。
③黒色のカシラ
　先にもみたように、酒田山王祭に登
場する獅子舞は黒色を基調としたカシ
ラをもっている。それは西日本に比較
的多いとされる舞楽の獅子舞に多い
が、東北地方では主として熊野系の修験山伏が関わった獅子舞文化圏にみられるとい
う特徴をもつ。黒色のカシラをもつ修験系獅子舞は江戸以前の中世から東北の村々で
舞われてきた。歴史的には、修験山伏が祈祷や悪魔払いのために、おそらく舞楽で舞
われる黒色のカシラの獅子舞を用いたことが発端なのではないかと考えられ
る（注４２）。
　岩手県では早池峰山系の山伏神楽の獅子舞や黒森山系の山伏神楽の獅子舞が多数存
在する。その獅子舞のカシラはほとんど黒色である。同じ山伏神楽系の芸能で秋田県
と山形県に分布する番楽で舞われる獅子舞のカシラも黒色が圧倒的である。青森県東
通村の山伏神楽である能舞の獅子頭も同じことがいえる。これらの芸能は、中世から
江戸時代まで修験山伏たちが芸能集団を構成して、村々を門付興行していた歴史をも
つ。
　一方、赤色のカシラの獅子舞も数多く見受けられるが、それらは伊勢大神楽や江戸
神楽などの影響を受けたものであり、江戸初期以降に全国に伝播して今日まで続いて
いる。山形県では主として内陸地域に「丸一神楽」と称する赤色のカシラをもつ大神
楽系獅子舞が多数分布した。他方、庄内地域では内陸地域とは様相を異にしており、
黒色のカシラをもつ獅子舞も多くみられる。その獅子舞は「十二段の舞」といわれて
いる。
④十二段の舞
　酒田の上・下日枝神社の獅子舞は、「里かぐら」もしくは「四方堅の山王舞」とい
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酒田まつりで演じる獅子舞
（十二段の舞）
われて十二段からなっており、１７０年前の文政年間に酒田の人が作曲と振りつけをし
たものと伝承されている（注４3）。江戸時代以来、酒田山王祭の宵祭りでの「頭渡し」
（神宿渡御）では、祭礼神事として鉾を玄関の柱に立てて勇壮な獅子舞、つまり十二
段の舞が行われてきた。この十二段の舞は、酒田山王祭のほかに鳥海山を挟んだ秋田
県と山形県の修験山伏の影響を受けた寺社と集落で行われてきた芸能である。それは
鳥海山修験系獅子舞といえる。
　秋田県側では、にかほ市の鳥海山麓小滝地区にある金峰神社の「御宝頭（ごほうと
う）の舞」がある。これは国重文指定のチョウクライロ舞の前段でも舞われる獅子舞
として知られている。山形県側では、遊佐町の鳥海山大物忌神社吹浦口ノ宮には「御
頭舞（おかしらまい）」という十二段の舞があり、同じく鳥海山大物忌神社蕨岡口ノ
宮でも「御頭舞」がある。また、酒田市平田地区の新山神社に伝わる鳥海修験系獅子
舞も十二段の舞である。同じ酒田市の亀ケ崎十一面観音堂の祭礼で舞われる亀ケ崎獅
子舞は、新山の獅子舞を習ったものと伝えら
れ、やはり十二段の舞である。この亀ケ崎獅子
舞は上下山王社の獅子舞とともに酒田山王祭で
舞われてきたものという（注４４）。舞は五穀豊
穣と悪を払う祝詞からはじまり、四方堅・八方
堅の古式十二段と檀加持からなっている。亀ケ
崎十一面観音堂の古い獅子頭は天和２年（１６８２）
に作られたものであり、天明4年（１７８４）の「獅
子頭由緒書」と同７年の「獅子舞掟」が保存さ
れている（注４５）。十二段の舞は、鶴岡市温海
地区の熊野神社にも伝承されていて、庄内地域
では修験系要素をもつ十二段の舞の獅子舞は一
定の広がりをみせている。
　先にあげたように、酒田市平田地区の新山神
社に伝わる鳥海修験系獅子舞も十二段の舞であった。この集落は新山延年という芸能
を伝えることで知られているが、鷹尾修験の一中心をなして栄えた場所であり、文政
１１年（１８２８）の「新光山絵図」には修験九坊があって鳥海山修験に属した。かつて
十二段の舞はこの平田郷七十三か村を巡行していた。それは次の１２の行程からなって
いる（注４６）。この獅子舞は現在も新山延年の舞の同じ舞台上で演じられている。以下、
詳細に行程をみてみる。
・四方堅め　　　五加持ともいうが、北東南西中央と歯食いして回る。
・八方堅め　　　十方加持ともいう。
・休み　　　　　机上にお頭を安置して休む。
・檀加持　　　　歯を鳴らして大きく歯食いして回る。
・いかり　　　　立って幕を噛み、頭をねじるようにして上に振り上げる。
・鬼加持　　　　中央に止まり、前獅子が右足で鬼という字を書く。
・糸米加持　　　赤い長い布と米のおひねりを食わせる。
・幕送り幕返し　左右加持とか登竜加持ともいう。
・檀加持　　　　　　　同　上
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・揆遺加持　　　頭を上下してから、下を這うようにして各々上下三度うごかす。
・休み　　　　　神官が立ち扇の上に上げ眠らせる。
・普礼　　　　　参列者の頭上を噛み、人々を加持する。
　この中に「〜加持」が五つあるが、これは密教の呪法を示唆する演目名であり、修
験の影響を受けた獅子舞であることがわかる。もう一つの事例をあげる。それは同じ
新山神社獅子舞の系統の牧曽根八幡神社（酒田市）の十二段の舞の行程であ
る（注４７）。
［四方堅の舞］
　・一段　　　　　（笛の音を待ち始め）机①②③④　頭を二回ふり歯声して①から
四方へ廻る。机に休む（頭のふり方、千鳥足で腰を用いて　うで
力で振れば人の頭が出る　注意すべし）。
　・二段　　　　　机より幕を喰えて立ち　右に廻り歯声（正面）してめぐる。
　・三段　　　　　机に向かって字を（右足で　の字）書きかるく三度頭をふりて御
札をくわす　めぐりて二度ふりて神主へ渡す　歯声して廻る
　・四段　　　　　幕折（略）幕返し（略）三方歯声して最後に上下して廻り終幕
［八方堅の舞］
　・五段　　　　　四方かための続き（一段後）四方へ上下頭をのべて二度頭をふり
て歯声して廻り　壱回机に休む
　・六段　　　　　幕折　幕返し（四段）と同じ終幕す
［十二段の舞］　　　一段の舞五段の舞で一回休み　三段の舞を過ごして七段に続く
　・七段　　　　　（幕折りの舞）左幕を張って左へ廻り手をはなして頭を三度ふっ
て四度目に戻り二度ふって歯声して　その儘頭を返してめぐり　
右幕をはり右に廻り以下同じ　終わって二回休む
　・八段　　　　　幕を張らず　あく迄いかめしく高々と廻り正面で幕をはなし　二
段と同札を喰えて廻り（幕はらずいかめしく）頭を返して神主へ
渡し歯声をする
　・九段　　　　　（雲かくれの舞）机　㊧㊨　笛の音で右より始まり頭を面ふり乍
ら　下をはう様に延べはい行き三度しっくり上下して頭を一回ふ
り歯声する　また笛の音で左からくり返す
　・十段　　　　　（狂い獅子の舞）笛の合づに依り幕をはらす　頭を荒々しく狂う
がしく歯声しながら四度目に足をけって幕を喰わき廻り　幕を喰
えたまま正面で歯声する
　・十一段　　　　（幕返しの舞）外で三度頭をふり幕を返して内で三度ふり次第に
頭をふり乍ら
　・十二段　　　　四すみで歯声して廻す　最後のすみで頭を上下して歯声　廻って
正面に向かって歯声で終わり（後獅子の人は左手に尾木を持ち右
手で前獅子の人の身体から幕をふりはなす役目です　注意するこ
と）
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　これら十二段の舞はまさしく十二の小演目から成り立っており、中演目として四方
堅・八方堅・十二段を含むという構成である。これらの小中演目は、実際はほぼ途切
れなく連続して演じられるので、どこが区切れ目かはわからないまま演技が進行する
ことが多く、獅子舞としてある意味で特殊性をもっている。つまり、多くは神主が座
敷手前に正座しており、そこを基点として獅子が左回り（時計と反対回り）に小さく
回りながら演ずる形式をとる。獅子は途中大きな口を開けて「歯打ち」を数回行う。
家々で用意した獅子への供物は神主が獅子の口にくわえさせ、一回転した後に神主に
戻される。これをほぼ供物の数だけ繰り返すのである。途中獅子のカシラを神主が手
に持って疲れを癒すかのような仕草も入る。獅子は単純な動きの繰り返しのようにも
みえるが、繰り返すほど祈りや願いは成就されるとする。そこには深い祈祷の精神が
表現されているものと考えられる。楽器は締め太鼓１人、手平鉦１人、笛１人で構成
されており、山伏神楽や番楽と同じである。またリズムやメロディーの楽曲もそれに
近いものを感じる。そういうことからも十二段の舞は東北の修験系芸能の一種である
ことが理解できる。
　この獅子舞は、山王権現の神使として酒田山王祭においては神の依代である鉾を前
にして祈祷の舞を繰り返し、江戸時代以来の湊町酒田の繁栄を願ってきたのであろう。
⑤祭礼で舞われる獅子舞
　酒田山王祭における獅子舞および庄内地域のそれを考えるには、各地の獅子舞を俯
瞰しながらその流れや系譜のなかで捉えていくことが必要である。すでに黒色カシラ
や楽曲の面で東北の獅子の芸能との関連を見てみた。次に祭礼の神輿渡御行列におい
て先頭を行く獅子舞が描かれている事例をみてみよう（注４８）。正徳５年（１７１５）の「都
祁水分神社祭礼絵巻」（奈良県都祁村）には神輿渡御行列を先導する赤青の獅子二頭
が確認できる。北九州地域の場合、元禄１２年（１６９９）の「高田若宮八幡宮祭礼絵巻」（大
分県豊後高田市）が知られているが、神輿渡御行列の先頭を行く獅子三頭をみること
ができる。また、江戸時代の「香春神社祭礼絵巻」（福岡県香春町）にも獅子二頭が
描かれている。これら祭礼の中の獅子舞は、古くから神輿渡御行列に伴って悪を祓う
重要な役割を担ってきており、畿内からやがて地方の祭礼へと伝播したものとみられ
る。
　特に御霊会と獅子舞について、平安末期の「年中行事絵巻」巻九 祇園御霊会（京都）
の神輿渡御行列のなかには、田楽法師集団や王の舞などとともに獅子舞二頭が描かれ
ていることが認められる（注４９）。いうまでもなく、御霊会とは疫病の源と考えられ
た御霊（怨霊）が祟りをなすことがないよう平安京から鎮送するため行われたもので
ある。祇園御霊会において獅子舞と田楽が深い関係をもって描かれている点に留意し
たい。柳田國男は、「中世の獅子は常に田楽を伴なうて居た。田楽は少なくとも御霊
会に由って大いに起ったものである」と述べている（注５０）。御霊会と獅子舞と田楽
との関係性は浅からぬものがあるようだ。獅子舞はそもそも伎楽に伴って悪を祓い供
養も担ってきた芸能であり、舞楽系の獅子舞も怨霊供養の役割をもっていた（注５１）。
　先にみた遊佐町鳥海山大物忌神社吹浦口ノ宮には「吹浦田楽」が伝わっており獅子
舞も舞われる。さらに、蕨岡口ノ宮の十二段の舞が行われる「大御幣振祭」では、田
楽法師による演目「高足」が行われていたことが伝えられている（注５２）。大物忌神
社においては獅子舞と田楽の繋がりが少しみえている。しかし、柳田のいうように御
霊会のもつ怨霊鎮魂との繋がりまではみえない。十二段の舞が怨霊鎮魂の役割をもっ
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酒田まつりで巡行する大獅子群
ていたのかどうかは不明である。先にみたように、各地の神輿渡御行列の先頭の獅子
舞が悪を払う役割を担っていたように、酒田山王祭の獅子舞も同じ役割をもっていた
ことは歴史的に確かであろう。
　酒田山王祭前夜の宵宮祭で「神宿
渡御（とやわたし）」の儀式がある。
そこでは翌年の頭家（当屋）で「鉾
打ち神事」として鉾を渡して十二段
の獅子舞を舞う。このことについ
て、記録では「古来は大物忌神社の
社家等獅子頭、御鉾をわたらせしと
ぞ」と伝えている（注５3）。詳細は
不明であるが、この記録は江戸時代
中期以前の古い時代に、大物忌神社
が酒田山王祭に深く関与しており、獅子舞および鉾の渡しの儀式は同社が行っていた
時期があったことを示している。それが事実であれば、酒田山王社の十二段の舞は大
物忌神社のそれでもあったということであり、獅子舞の役割や性格が両社同類である
が故にそれは可能だったということが指摘できる。酒田の山王社（現日枝神社）と遊
佐の大物忌神社（吹浦・蕨岡）が十二段の舞で結びついている構図がみえる。この獅
子舞は、山形県遊佐町・酒田市・鶴岡市および秋田県にかほ市など、鳥海山麓の日本
海側に限定的に分布している。他にはない地域性の濃い芸能であると考えられる。
　最後になったが、かつて酒田山王祭を担った下日枝神社の別当は不動院が務めてお
り、本地仏が安置される北殿の鉾と雌獅子を奉じていたと伝えられる（注５４）。御神
体が遷座する南殿は社家の斎藤家が雄獅子を奉じていた。別当の不動院とは、これま
での考察から修験寺院ではなかったかとも考えられる。そう考えれば修験系の要素を
持つ十二段の舞が日枝神社祭礼で舞われるのもうなずけるのではなかろうか。
６．まとめ
⑴「酒田山王例祭図屏風」では、祭礼の中心をなす神輿渡御行列は描かれない。作者
五十嵐嶺雲にとってこの山車（立て山鉾）こそ酒田山王祭のシンボルと認識していた
と思われる。江戸期の記録に残るほど各地の耳目を集めた湊町酒田の山車は、その系
譜は北九州の山車文化圏に繋がると考えられている。日本海海運や最上川舟運による
羽州出羽国山形の文化形成を考えた場合、京都を中心とする上方方面からの影響のみ
ならず、瀬戸内地方・九州北部地域、さらに北陸地方等の沿岸の文化との関連が濃厚
にみられる。この歴史を踏まえれば、北九州に広がる博多祇園山笠文化が伝播しその
影響を受けた酒田の山車は、日本海沿岸地域に広がる「山笠文化圏」に位置づけられ
ると考えられる。酒田の人々の高い山車への憧れは根強く、近年約２０ｍの山車（立て
山鉾）等が復活して伝統は生き続けている。このような山車の復活は、かつての巨大
山車の姿を彷彿とさせ、酒田山王祭の歴史やそれを支えた三十三人衆をはじめとする
湊町衆の暮らしぶりを改めて考えさせるものである。本屏風を通して、山王祭および
巨大山車を嬉々として受け入れた酒田の民衆・観衆の高い文化的理解度もうかがい知
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ることができる。
⑵傘鉾は、各地祭礼で山車の一種として巡行する造形物である。酒田山王祭において
は、「酒田山王例祭図屏風」に描かれた２基、実際に江戸を通じて巡行していた本間
家の亀傘鉾、そして江戸期の記録に残る豪商三十六人衆の傘鉾が認められる。亀傘鉾
は京都産であり、京都祇園祭を直接意識して制作されたものであろうが、亀や猿など
のモチーフに地域の固有性が盛り込まれていることに注目しなければならない。傘鉾
に吊り下げられる宝尽くしの縁起物や貴重品などは、当地方のオリジナルなものでは
なく各地にみられるものである。しかし、庄内地方では亀傘鉾などをルーツにして、
明治時代以降に庄内の三十三観音堂などへの奉納物として天井から宝尽くしを吊り下
げる傘鉾の類似形が生まれた。それを「傘福」と名付けている。傘福は、主として女
性たちが子宝・子育て・健康・五穀豊穣などの願いで奉納する庄内地方の新しい文化
である。傘鉾の祭礼文化は、新たに形を変えながら現在も地域社会に取り込まれて生
き続けている。
⑶「酒田山王例祭図屏風」に描かれた獅子舞は酒田山王祭に伴う必須の芸能である。
山王社（山王権現）の神使として崇められ、鉾立て神事や式台の儀など重要場面で必
ず舞われてきた。祭礼に伴って悪を払いながら巡行し家々では獅子は礼拝の対象と
なった。この獅子舞は、日本海側で鳥海山麓の北側の秋田県と南側の庄内地方に比較
的多く分布している。歴史的に鳥海山修験の影響のもとで継承されてきた獅子舞と考
えられ、東北地方の修験系獅子舞に多い黒色のカシラも共通項としてみられる。この
獅子舞は十二段の舞ともいわれ、１２の行程（小演目）からなる独特の動きが特徴であ
る。左回りの動作を繰り返すある種シンプルで定型的な演技はまさに修験の祈祷色を
濃厚に放っている。この獅子舞は、酒田山王祭に欠かせない庄内地域固有の芸能とし
て捉えることができる。現在の「酒田まつり」では、十二段の舞とともに、シンボル
として二頭の巨大な獅子をはじめ大小の獅子が山車や囃子屋台とともに市内を練り歩
いている。これは他の祭礼にはみられない特徴である。今も江戸時代から続く人々の
獅子への崇敬の心が祭礼を通してうかがえる。
謝辞
　本論文を執筆するにあたり、「酒田山王例祭図屏風」を所蔵されている小野太右衛
門氏には写真撮影をご許可いただき、数点の貴重な図像を掲載することができた。さ
らに、屏風・図像に関係する資料・文献等を拝読、借用させていただき本文を構成す
ることが可能となった。心より御礼を申し上げる次第です。ところが、令和３年１月
６日、小野氏は本論文の完成直前に急逝された。ここに謹んでご冥福をお祈り申し上
げます。
［注］
１．「御神宿帳　弐冊ノ内甲部」酒田市・日枝神社所蔵（明治２８年５月）
２．『酒田市史』改訂版・上巻　酒田市史編さん委員会　１９８７年　Ｐ９２９－９3６
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３．進藤重記『出羽國風土略記』巻五　東京學社　１９２８年　下山王　五ノ八　
4．「お祭り風土記」『目で見る酒田市史』酒田市　１９７８年　Ｐ１４４－１４８
５．植木行宣「山・鉾・屋台の祭りとその展開」『日本の美術　山車』ＮＯ．５１６　至文堂
　　２００９年　Ｐ８５－９８
６．植木行宣「山鉾の祭り―その成立と発展―」植木行宣・福原敏男『山・鉾・屋台
行事』岩田書院　２０１６年　Ｐ１２
７．「小特集　山・鉾・屋台行事」『日本民俗学』２９６　２０１８年　Ｐ５９－１１５
８．相原久生「明治期における酒田山王祭山鉾の変遷」『山形県地域史研究』４3
　　山形県地域史研究協議会　２０１９年　Ｐ５８－６５
９．『図録　東北のまつり展』仙台市博物館　１９８０年　Ｐ１４－１７
１０．『祭りのしつらい　町屋とまち並み』思文閣出版　２００８年　Ｐ９
１１．坂本要「傘鉾・差し傘・吊り下げ物」（『まつり』８１号　２０１９年　Ｐ６）によれば、
傘鉾の起源について坂本要は次のように述べている。
　傘鉾の起源については、鉾祭りとして行われていた祇園祭の鉾と傘が合体し
たものといわれる。鉾は長刀や真木となって曳き山に立てられ山鉾と称される
ようになる。しかし元は御霊神社の鉾祭りのような鉾を先頭に練り歩く行事で
あったとされる。この鉾が風流化して山鉾となる。すでに南北朝時代頃には風
流化された山はあったとされる。
　　歴史的には、傘鉾は鉾祭りで先頭を練り歩く「鉾」を基本にして、後に傘が合わ
さって造形されたものとしている。
１２．植木行宣「笠鉾とその流れ─山・鉾・屋台の祭り研究拾遺Ｉ─」（『京都民俗』第
3５号　２０１７年　Ｐ１８６）によれば、傘鉾の本質について以下のように述べている。
　笠鉾とは、囃して送る神霊を表象する笠型のホコであり、ホコは先端に飾り
（出し）が付く棒状の部分である。笠鉾が「神霊」の「表象」であるとは、そ
の本質が依代ということである。だが、笠鉾に依り付くのは迎えて祀る神では
なかった。それは災厄として顕れては囃して鎮め遷却されるモノ（疫神など）
であり、また、その畏れを秘めた鎮まらざる神霊（初精霊など）であって、そ
こに笠鉾の重要な特質が認められる。
　　植木は笠鉾と表記するが、それは神霊の依代の役割がその本質であるという。そ
の神とは疫病をもたらす疫神や、怨霊の恐れがあって鎮魂を必要とする初精霊など
であるとみている。
１3．「まつり通信　６０７」５月号　まつり同好会２０２０年　［表紙写真のことば］
１４．段上達雄「傘鉾・風流傘の誕生１―神霊の宿る傘―」『別府大学大学院紀要』別
府大学　２０１４年　Ｐ１3
１５．福原敏男「折口信夫依代論の原点―髭籠と傘鉾―」植木行宣・福原敏男『山・鉾・
屋台行事―祭りを飾る民俗造形―』岩田書院　２０１６年　Ｐ１５６
１６．前掲　坂本要「傘鉾・差し傘・吊り下げ物」『まつり』の中で、「祇園祭の傘鉾と
差し傘」と題して『祇園會細記』（江戸中期）が掲載されており、参照させてい
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ただいた。
１７．前掲『酒田市史』改訂版・上巻　Ｐ９3５－９3６
１８．五十嵐文蔵『庄内地方の祭りと民俗芸能』阿部久書店　１９９８年　Ｐ１２６－１3８
１９．船越行雄「酒田の獅子舞」『酒田民俗』第四号　１９９７年　Ｐ１４７－１４８
２０．『山形県飽海郡遊佐町蕨岡延年』平成２０年度明治大学居駒ゼミ報告書　２００９年　
Ｐ５２２
２１．『延年チョウクライロ舞』秋田県象潟町教育委員会　１９８3年　Ｐ４６－４７
２２．『描かれた祭礼図』国立歴史民俗博物館　１９９４年　Ｐ８２
２3．酒田市立資料館に酒田山王祭の巨大山車を題材とした一枚の版画資料が所蔵され
ている。その資料の右側には「和歌三神の図」、左側には「舩のむくままの図」
と題する二つが描かれている。左側の図こそ「酒田山王例祭図屏風」の巨大山車
と酷似していて注目される。
２４．前掲　相原久生「明治期における酒田山王祭山鉾の変遷」
２５．橋本章「戦略としての祇園祭と京都―山・鉾・屋台行事が日本全国に展開する現
状と関係性から―」『日本民俗学』二九六　日本民俗学会　２０１８年　Ｐ１０２
２６．『日本の美術』ＮＯ．５１６　ぎょうせい　２００９年　Ｐ７４
２７．植木行宣「山・鉾・屋台の祭りとその展開」『日本の美術』ＮＯ．５１６　ぎょうせい　
２００９年　Ｐ９６
２８．『角館祭りのやま行事報告書』（角館町　１９９７年）、『土崎港祭り曳き山行事』（秋
田市教育委員会編　土崎明神社社務所　１９９3年）、『青森県山車祭礼調査報告書』
（青森県立郷土館　２００3年）などに掲載されている山車の写真や解説からそのよ
うに判断することができる。
２９．菊地和博「最上川を往来した文物考―特に青苧と雛文化について―」『会報　河
川文化』７６号　日本河川協会　Ｐ4－７
3０．菊地和博『やまがたと最上川文化』（東北出版企画　２０１3年）では、日本海海運ルー
トの沿岸各地から運ばれてきた陶器、梵鐘、仏像、石材物、衣料、雛人形、祭礼、
言語など多くの物資・文化を紹介しながら、日本海および最上川は「経済の道」
であるとともに「文化の道」でもあったことを論じている。
3１．『山形民俗』第3４号（山形県民俗研究協議会　２０２０年　Ｐ４４）では、酒田山王祭
の傘鉾について以下のように述べた。
　「酒田山王祭礼図屏風」の左端（第六扇）に２基の傘鉾が前後して並んでいる。
１基目は傘の真ん中の柄（中棒）を含めてほぼ右半分のみ描かれており、左半分
は「小縁」によって切れている。傘は薄茶色で饅頭笠のようななだらかな傾斜を
持ち、傘周縁には丈の短い青色の傘幕が垂れて周囲に巡らされている。この傘幕
には緑色の龍紋のようなものがあしらわれているが、薄くて判別できない。傘の
最上部には壺型の竹網籠のようなものを載せている。この網籠の開いた口から何
本もの細く切った竹、もしくは草状のものが湾曲に垂れ下がっている。一本一本
に小さな飾り花などは付着していない。次に傘の下部について、真ん中の柄（中
棒）はやや太めで、茶色の地肌が露出した木製のように見える。この柄（中棒）
の途中からボカシが入っており、傘はまるで空中に浮かび上がっているように見
え、その下は省略されている。
　２基目について、まず傘は１基目よりやや濃い薄茶色であるが、饅頭笠の形状
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は同じである。傘の周縁部には赤色の傘幕が垂れて周囲に巡らされているが、紋
様はなく無地である。また傘周縁部には、見える部分だけでも３体の風鈴が下げ
られていて風になびいているふうである。傘の最上部には三つ叉鉾が立ってお
り、３本の鉾には中央にそれぞれくっきりと溝らしきものが彫られている。傘と
三つ叉鉾の接合部には緑地に青色の雲流が描かれた布が巻かれている。また三つ
叉鉾の下部（緑地の布との境界部）には白色の巻毛が付着している。注意を引く
のは傘から吊り下げられたものであるが、赤色の傘幕が垂れているため姿全体は
見えず下半分しか見えない。それでも蔵鍵や軍配、その他色鮮やかな四つの品々
が下げられてあることがわかる。宝尽くしといわれる貴重品や縁起物として象徴
的な品々が表現されているものと考えられる。
　柄（中棒）には１基目の茶色の木製地肌とは異なって、三種の布が斜め状に巻
かれている。三種とは、無地の赤色・緑色の布と、細い黒龍紋があしらわれた薄
茶色布であり気品さを醸し出している。しかし柄（中棒）の途中から松の木群が
描かれていて、下方は全く描かれていない。ここには傘を支えるどのようなもの
があったのであろうか。先に記した『祇園會細記』に下京区綾小路通の「綾傘鉾」
及び下京区四条通の「四条傘鉾」が巡行する図が描かれている。そこでは傘鉾は
１人ないし２人が手に持って運んでいる。そうすると、酒田山王祭の傘鉾も数人
が手に持って運んでいた可能性がある。その場合はあえて人物は描かなかったと
いうことになる。一方、何かしら物体が存在したのであれば、傘鉾を支える四角
形型の台座であったかも知れない。現在の綾傘鉾や四条傘鉾も台座に載せて巡行
している。
3２．前傾『酒田市史』改訂版・上巻　Ｐ９33－９3４
33．前傾 植木行宣「笠鉾とその流れ─山・鉾・屋台の祭り研究拾遺Ｉ─」　Ｐ２０１
3４．前傾 坂本要「傘鉾・差し傘・吊り下げ物」Ｐ１８
3５．酒田市立資料館に所蔵されているもので、実際の亀傘鉾を割合忠実に模したもの
と思われる。亀の上に立てられた傘は巨大であるが、その最先端には赤いサンゴ
の塊のようなものが取り付けられている。傘には宝尽くしの吊るし物は見られな
い。模型全体の高さは１５3㎝ある。脇には「日枝神社」と書かれた幟旗が立てら
れている。
3６．「三十六人御用帳」『酒田市史』史料篇第二集（酒田市史編さん委員会　１９６４年）
では、三十六人衆が文化１１年（１８１４）に本間正七郎から１００貫文を借用して傘鉾
を新調したことが記されており、酒田山王祭で巡行した傘鉾の存在が確認できる。
3７．福原敏雄『江戸山王祭礼絵巻』（岩田書院　２０１８年）には、祭礼に巡行する多様
な練り物・山車とともに傘鉾も詳細に紹介されており、関東における祭礼文化に
も傘鉾の系譜が確認できる。
3８．『庄内の傘福を訪ねて』山形県庄内地方傘福研究会　２０１４年　Ｐ３－4
3９．内山大介「奉納される傘鉾と吊り下げ物―東北日本海地域における傘鉾の展開―」
『まつり』八十一　まつり同好会　２０１９年　Ｐ3１－６４
４０．前掲『酒田市史』改訂版・上巻　Ｐ９3５－９3６
４１．前掲『酒田市史』改訂版・上巻　Ｐ９3２
４２．菊地和博「獅子舞（ムカデ獅子）と地域社会」『紀要』第三号　東北文教大学　
２０１3年　Ｐ２２－２3
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４3．前掲『酒田市史』改訂版・上巻　Ｐ９６７－９６８
４４．前掲　五十嵐文蔵『庄内地方の祭りと民俗芸能』　Ｐ１3７
４５．前掲『酒田市史』改訂版・上巻　Ｐ９６７
４６．前掲　五十嵐文蔵『庄内地方の祭りと民俗芸能』　Ｐ１3７
４７．前掲　船越行雄「酒田の獅子舞」『酒田民俗』第四号　Ｐ１４７－１４８
４８．前掲『描かれた祭礼』国立歴史民俗博物館　Ｐ3２－3５、Ｐ４６－４７、Ｐ７８－８０　
４９．同上『描かれた祭礼』国立歴史民俗博物館　Ｐ１０－１１、Ｐ７５
５０．柳田國男「獅子舞考」『定本柳田國男集』第七巻　１９６８年　Ｐ４４７
５１．菊地和博『シシ踊り―鎮魂供養の民俗―』（岩田書院　２０１２年）では、伎楽の獅
子舞が「御願供養舞」と呼ばれるように供養の側面をもち、さらには舞楽の獅子
舞も大阪四天寺舞楽や隠岐国分寺蓮華会舞のように供養儀礼に加わっていること
を述べている。
５２．前掲　五十嵐文蔵『庄内地方の祭りと民俗芸能』　Ｐ７２－７3
５3．前掲　進藤重記『出羽國風土略記』巻五　下山王　五ノ八
５４．『酒田市史年表』改訂版　酒田市史編纂委員会　１９８８年　Ｐ７０
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